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業績ハイライト ー 2025年9月期 通期

連結売上高

61.0億円

連結営業利益

5.59億円

当期純利益

4.32億円

EBITDA

7.67億円
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通期予想に対する業績

高利益率案件へ注力＋システム保守/開発の内製化により、計画対比で売上高は減少し営業利益が微増。

またノンコア事業整理（RemoteworkBOX事業譲渡）の影響もあり、最終利益では25%増加で着地。

125%102%90%

年度計画 6,800 百万円 年度計画 550 百万円 年度計画 343 百万円

通期実績 6,103 百万円 通期実績 559 百万円 通期実績 432 百万円

売上高 営業利益 当期純利益

（計画値）
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連結業績

（単位:百万円） 2024年9月期 2025年9月期 前年同期比

売上高 6,208 6,103 ▲1.7%

売上総利益 1,641 1,739 +5.9%

営業利益 480 559 ＋16.4%

経常利益 452 497 ＋9.9%

親会社株主に帰属する当期純利益 585 432 ▲26.1%

EBITDA 625 767 ＋22.8%
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四半期別 売上高推移

選択と集中による低粗利案件の減少とノンコア事業の撤退により、売上高は前年同期比で減少。
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四半期別 営業利益推移
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システム保守/開発の内製化や、高利益案件への注力によるコスト構造の見直しが進んだ結果、

営業利益は前年同期比で16.4％と大幅に伸長した。
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連結貸借対照表

（単位:百万円） 2024年9月末 2025年9月末 増減額

流動資産 2,882 2,821 -61

固定資産 1,630 1,634 ＋4 

（うち、のれん） 496 668 ＋172

資産合計 4,513 4,456 -57

流動負債 858 1,281 +423

固定負債 782 415 -367

負債合計 1,640 1,697 ＋57 
純資産合計 2,873 2,759 -114

負債純資産合計 4,513 4,456 -57

自己資本比率 63.6% 61.9% -1.7pt

ベルフェイス事業取得・案件特性の変更に伴う流動負債（契約負債・買掛金）は増加し、

長期借入金の返済によって固定負債が減少。
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2025年9月期 通期決算ポイント

Point

1 利益率の改善

Point

2 オンラインセールスの強化

Point

3 AIボーディングの始動
• トライアルから案件受託

• 投資から回収へ

• 業界・顧客の拡大

• サービス・システムの拡充

• 事業の整理

• 案件の選択と集中
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経営資源を戦略領域に集中。環境変化を捉えた譲渡と整理でノンコア事業は計画的に見直し。

2024年

V tuber事業 メタバース・イベント事業
RemoteworkBOX

個室ワークブース事業

事渡撤退 株式譲渡 事業譲渡

3月 9月 4月 8月7月

2025年

オンラインセールス事業

株式取得

SES・SI事業

事業譲受

2025年9月期 通期決算のポイント① ― 事業の整理による利益率の改善
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2025年9月期 通期決算のポイント① ― 案件の選択と集中による利益率の改善

【プロモーション案件】

売上計画比▲4億
案件利益率 10~20％

【コンサル・受託開発案件】

売上計画比 +1.5億
案件利益率 40~60％

【デジタル広告案件】

売上計画比▲4億
案件利益率 10％未満

【デジタルコンテンツ配信案件】

売上計画比 +0.5億
案件利益率 60~80％

【RemoteworkBOX事業】

売上計画比▲1億
案件利益率 20%未満

ピ
ア
ズ

低利益案件/
ノンコア事業

抑制

高利益案件
増加

事業譲渡

減少

撤退

売却

売上
計画対比

▲7億

利益
計画対比

±0億

高利益案件への集中によって売上は減少の一方で、利益率向上へ寄与する。

増加

新規

2
L
I
n
K
s
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オンライン商談システム「bellFace」事業の取得により、金融機関を中心とする新たな顧客層を獲得。

従来の「通信・保険」分野に加え、「銀行・証券」領域へと取引の幅を拡大。

2025年9月期 通期決算のポイント② ― 業界・顧客ラインナップの強化

株式取得

通信・保険の取引先 金融の取引先顧客基盤の拡大

アップセル促進 クロスセル促進

更なる売上拡大へ

既存顧客への

提供価値・機能の向上

新たな顧客への

価値提案・サービス展開
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商品のご提案＋カスタマーサポート

2025年9月期 通期決算のポイント② ― サービス・システムの拡充

【インバウンド型】

ONLINX＋

オンライン接客システム トレーニングAIシステム

mimik AI

【ロールプレイング型】

UPDATE UPDATE

現場で培った
販売ノウハウ

“売れる”人材の
育成ノウハウ

アウトバウンド型

インバウンド型

サービスラインナップ追加とアウトバウンドリソースにより強みとしていたBPOサービスがさらに強化。

オンライン接客
センター運営

エンドユーザー
（to C）

bellFace

オンラインセールスシステム

NEW

【アウトバウンド型】

≪BPOサービス≫
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9月25日、NTTドコモより金融領域向けAIシステムの開発業務をトライアルとして受託。

生成AIによる金融犯罪対策やバックエンド業務支援を目指すトライアルプロジェクト

開発予定

システム概要

• 金融領域バックエンド業務に特化した

生成AIシステム

• AIエージェント型業務支援システム

• 金融犯罪への対策を支援するAIシステム

2025年9月期 通期決算のポイント③ ― AIボーディングの始動

実装 案件化・受託開始 収益化・利益貢献研究開発コスト投資 回収

参考リリース https://ssl4.eir-parts.net/doc/7066/tdnet/2690004/00.pdf
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成長に向けた事業ポートフォリオの整理 ― 中長期的な土台作り

中期経営計画に基づき、事業ポートフォリオを整理。

成長戦略を修正しながら、選択と集中を実行。
中長期で拡大を

狙う事業

AI
ボーディング

事業

オンライン
接客／セールス

事業

セールス
プロモーション

／コンサルティング
事業

2025年9月期

AI
ボーディング

事業

2026年以降～

セールス
プロモーション

／コンサルティング
事業選択と集中

利益率改善

商品と顧客の強化
オンライン

接客／セールス
事業

筋肉質な経営基盤の
構築が完了

注力領域への投資強化

加速的な
事業成長へ

セールス
プロモーション

事業

オンライン
接客事業
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成長に向けた事業ポートフォリオの整理 ― 成長を見込んだ投資領域

筋肉質な経営基盤を活かし、次なるフェーズ積極的な投資を行う事で売上拡大を狙う。

適切なコスト配分による 売上拡大

M＆A

積極投資

ソーシング予算の増加

プロフェッショナル
人材の登用

主戦力人材

営業人材／経営幹部の
採用と育成

商品開発費

AI商品開発

DX関連事業譲受

業務効率化

人事システムによる
生産性向上

AIツール活用
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成長戦略実現のための最重要項目

成長戦略の中心にM&Aを据え、体制を強化。ソーシングの質の向上とPMIの強化を図る。

M＆Aによって補強する領域

顧客対応に関する
プロダクト

接客・セールスに関する
ノウハウを持った組織

通信業界以外の
顧客基盤

接客・営業活動で
蓄積されたデータ

体制強化

実行

経営企画部門
人材の増加

M&A予算の増加

ソーシング質向上

PMIの強化

M&Aによる
成長加速
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自己株式取得を実行し、2025年4月14日までに570,500株の取得を完了。

取得対象株式の種類

取得した株式の総数

株式の取得価額の総額

取得方法

取得期間

普通株式

570,500株

400,000,000円

東京証券取引所における

市場買付

2024年10月15日～

2025年４月14日

自己株式を取得する理由

自己株式の使用使途

財務状況や株価動向を総合的に

勘案し、機動的な資本政策を

通じて株主利益の向上を図る方針。

株式交換スキームによる

M&Aの実施

株主還元

2025年9月期 株主還元 自己株式の取得
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2025年9月期の期末配当は、設立20周年の記念として1株あたり2円50銭の記念配当を実施。

普通配当13円50銭（配当性向28％・記念配当除く）に記念配当2円50銭を加え、

期末配当は1株あたり16円（配当性向約34％）を予定。

安定した利益成長を基盤に、今後も配当性向30％を目安に株主還元の拡充を進める方針。

• 企業成長と共に、配当による株主の皆様への

利益還元を重要な経営課題のひとつと位置づけ

• 配当による株主還元を基本とし、

1株当たり配当金の維持・増加を目指す

• 資金需要とのバランスを鑑みながら自社株買い

も検討

配当性向 30％

株主還元方針 配当金・配当性向の推移

8.34 

15.92 13.50 

2.50 

24.0%
26.0%

28.0%
30.0% 30.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

0.00

10.00

20.00

30.00

2023.9月期 2024.9月期 2025.9月期 2026.9月期 2027.9月期

2025年9月期 株主還元 20周年記念配当の実施

（円）

設立20周年
記念配当
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2026年9月期通期 連結業績予想ハイライト

売上高

78.0億円

営業利益

3.4億円

当期純利益

2.0億円

EBITDA

6.0億円
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会社概要

代表取締役 桑野隆司

社名 株式会社ピアズ

事業開始 2005年1月

所在地 東京都港区港南2-16-4 品川グランドセントラルタワー15F

従業員数 483名 ※2025年9月時点、グループ会社を含む

上場市場 東証グロース証券コード7066（2019年6月20日上場）

資本金 78百万円 ※2025年9月末時点

グループ会社 株式会社Qualiagram 2Links株式会社 ベルフェイスシステム株式会社
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パーパス

社会実装INNOVATION 先端技術
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当社の事業領域

セールス
プロモーション

事業

AIボーディング
事業

オンライン
接客／セールス

事業

当社の祖業

新たな安定的収益源

注力領域

企業の人的資本経営を支援する

サービスとして、研修、リスキ

リング、eラーニング等を提供。

同時に「mimik AI」をはじめ

とするデジタルプロダクトを

伸ばし、幅広い業界・産業へと

展開を拡大。

顧客接点である店舗で

の商品販売促進のため

の企画提案、運営支援、

人材派遣等をパッケー

ジサービスとして提供。

オンラインでの接客／セールス支援

サービス。店舗とコールセンターを

接続するシステムを提供することで、

店舗での販売・営業を支援。

店舗DXから名称変更。
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CEOメッセージ

2005年の創業から約20年。

「NEW NORMAL ACCELERATION」というパーパスを新たに掲げました。

当社グループは、先端技術やイノベーションの社会実装を通じ、社会の変化を加

速させ、世の中をもっと豊かに、もっと便利にしていくことで社会に貢献する存在

でありたいと考えています。

これまで企業として生まれ育った通信業界への恩返しを続けていく中で、顧客接

点・店頭応対・接客の領域において、新たな革新を起こしてまいります。特に、AI

等の最適な技術を活用することで、より良い現場環境作りを提案してまいります。

そのためにも、新規事業の創出のみならず、M&Aを通じ事業領域の拡大・多角化を

図ることで、さまざまな事業を展開していく予定です。

その中で、グループ各社においても個々に成長を目指しながら、相互に事業シナ

ジーを創出しています。

「NEW NORMAL ACCELERATION」という共通の言葉を掲げ、創業から変わらな

い想いをつなぎ、いつかの未来を、いつもの日々にしていきたいと思っております。

代表取締役 社長
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⚫ 本資料に記載された将来情報等は、本資料作成時点における弊社の認識、意見、判断及び予測であり、その実現を保

証するものではありません。様々な要因の変化により実際の業績や結果と乖離が生じる可能性がありますのでご承知

おき下さい。

⚫ 本資料は、弊社をご理解いただくための情報提供を目的としたものであり、弊社が発行する有価証券への投資を勧誘

するものではありません。本資料に全面的に依拠した投資等の判断は差し控え願います。

免責事項

E-mail ir＠peers.jp

URL https://peers.jp/ir/contact

株式会社ピアズ 経営企画本部 IR担当

IRに関するお問い合わせ

ir＠peers.jp
ir＠peers.jp
ir＠peers.jp
https://peers.jp/ir/contact
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